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スマホに目が行き、またヘッドホーンを付け
て歩き、周りに状況の変化や人の表情、目に
見える四季折々の花や、風景の違い、それに
気付き楽しむ心の余裕なく、何にも気づかず
歩いている姿を見ると筆者は生活の中の大事
なものが育っていないことをとても危惧して
いる。筆者は幼稚園、小学校教員養成として
学生には生活の中での「気づき」を大切なテー
マとしてきた。毎年ゼミでも通学路の探索を
行い、虫、鳥、植物の確認をすることで普段
気づかないで歩いていることへの気づきを
行っている。
　改定前の小学校学習指導要領音楽の目標で
は「表現及鑑賞の活動を通して、音楽を愛好
する心情と音楽に対する感性を育てるととも
に、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな
情操を養う」とあり、平成30年の新小学校学
習指導要領「音楽」の目標でも次のように述
べられている。
　「表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な
見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音
や音楽と関わる資質・能力を次の通り育成す
ることを目指す。
Ⅰ　問題の所在と研究動機
　小学校教科書の歌唱教材には共通教材とし
てわらべ歌や日本の古くから歌われてきた曲、
日本の四季や風景の描写が素晴らしい曲、忘
れてほしくない曲が取り上げられている。国
際化された現代だからこそ老若男女、皆が
知って歌えるための日本の歌を大切にしたい
として自国の文化や伝統的な音楽が共通教材
として取り上げられている。
　しかし日常、若者、学生や子どもたちは日
本の古くからの唱歌や童謡、わらべうたなど
よりポップス、ジャズ、ロック、映画音楽、
アニメソング、ドラマからの歌、いわゆるＪ
ポップと言われるポピュラー音楽、ヒット曲
を好んで聴き、口ずさむ事のほうが多い。そ
れらはマスメディアからも容易に耳にしやす
く、映像、ユーチューブなどパソコンやスマ
ホ、CD、DVDなどから容易に耳にできる時
代にも起因しているかと思われる。これらの
音楽が生活の中に入り、音楽を楽しむことが
心の癒しの役割を果たしているのも現状であ
る。しかし環境の変化もあるが、気が付けば
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づきが求められると考える。
　教員養成の学生たちは多くの歌唱曲を覚え
なくてはならず、またそれを演奏するために
ピアノの演奏技術も要求される。しかし、何
曲覚え歌えたか、どの曲が弾け、何曲弾けた
か、難度の高い曲が弾けたといった表面的な
量、難度に学生が価値を置きすぎていないだ
ろうか。歌詞の内容を理解せず間違えて意味
を捉えたり、出てくる動植物も知らずイメー
ジを持たずに無意識に歌ったり弾いたりして
いることをしばしば見受ける。音や、歌詞に
ついての気づきがあってこその音楽表現でな
くてはならない。授業では、この教材で何を
感じ、いかに表現するか、何を指導目標とす
るかに気付き、教材研究からそれを考察し、
それをいかに楽しく創造性を持って広い視点
で指導できるかを歌唱指導でも伝えておきた
いと考える。
　歌唱指導の方法の研究は、様々な指導案作
りをはじめ、指導の事例も多いが、教員養成
の学生への気づきに関して焦点をあてた歌唱
指導の事例が少ないため、今回改めてかねて
よりの実践の一コマをこれらの視点から考察
するに至った。
Ⅱ　研究目的
　歌唱において、様々な気づきを感じとり表
現力豊かな歌唱になることを指導の目的とし
その授業内容が平成30年実施の小学校新学習
指導要領、幼稚園指導要領の内容を実践的に
理解させるものであることを考察する。
Ⅲ　研究方法
　歌唱教材「虫の声」を次の学生を対象に授
業実践し、ワークシートを中心に考察を試みた。
１　対象者・・小学校教諭・幼稚園教諭志望
（１）曲想と音楽の構造などとの関わりにつ
いて理解するとともに、表したい音楽
表現をするために必要な技能を身に付
けるようにする。
（２）音楽表現を工夫することや、音楽を味
わって聴くことができるようにする。
（３）音楽活動の楽しさを体験することを通
して、音楽を愛好する心情と音楽に対
する感性を育むとともに、音楽に親し
む態度を養い、豊かな情操を培う。
　第３指導計画の作成と内容の取扱いの項で
は「低学年においては、他教科との関連を積
極的に図り、指導の効果を高めるようにする
とともに、幼稚園教育要領等に示す幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮
すること。特に、小学校入学当初においては、
生活科を中心とした合科的、関連的な指導や、
弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をす
ること」とある。その『幼稚園教育要領』の
表現の項では「感じたことを自分なりに表現
することを通して豊かな感性や表現する力を
養い、創造性を豊かにする」とあり、そのね
らい（３）では「生活の中でイメージを豊か
にし、様々な表現を楽しむ」とある。幼稚園
の遊び、生活の中での育ちと小学校の教科と
しての授業とは形態が異なるにせよ、このよ
うに感性の育ちが求められ、そのためには
様々なものへの気づきの大切さが共通してい
ると考える。
　感性とは、辞書によると感受性、対象者か
らの印象を受け取る能力とある。子どもたち
を感性豊かに育て、指導するには、子どもと
関わり指導する教師自身の感性の豊かさが求
められ、すなわち感性の豊かさは教員志望の
学生に求められる資質、能力と考える。その
ためには学生自身が様々な事象への多くの気
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２　授業実践の内容
　小学校２年生歌唱共通教材であり、幼稚園
でも秋の歌としてよく歌われている１）文部省
唱歌「虫のこえ」（資料１）を題材にした歌
唱指導１コマ（90分）を考察した。この曲は
５種類の秋の虫が歌詞に登場する。ワーク
シートの分析から授業を通して学生の気づき、
変化を考察した。
の学生
①「音楽科教育法」のＳ私立大学小学校教員
志望の必修授業３年生2016年20名、2017年
16名計36名
②「保育内容表現」Ｔ国立大学教育学部乳幼
児専修学生の必修授業（幼保免許志望）１
年生2013年21名
③「音楽実技Ⅱ」Ｋ大学保幼小免許志望の必
修授業１年生2017年70名、計127名
（１）資料１　楽譜
「虫のこえ」文部省『尋常小学校本唱歌』　1910（明治 43）年、作詞、作曲者不明
1947 年（昭和 22）発行の国定教科書『二年生のおんがく』に掲載された。
原曲では「きりきりきりきり　きりぎりす」となっていたがきりぎりすがコオロギに変えられた。
（２）ワークシート（資料２）
秋の歌から №　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　
・大きな栗の木の下で・とんぼのめがね・どんぐりころころ・まっかな秋・こおろぎ・虫のこえ・もみじ
・赤とんぼ・やきいもグ～チーパー・山の音楽家・七五三サンバ・まつぼっくり・小さい秋見つけた
・秋のおやつ・十五夜さん・くっつくたねぷっちち・台風ごうごう・くだもの列車・村祭り・きくのはな
・夕焼け小焼け・きのこ・七つの子・うんどうかい・など
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虫と知らずに歌っていたのである。恥ずかし
ながら筆者も子どものころ「あとからウマオ
イおいついて～」の意味を漠然と馬を追っか
ける人が追いついてきたと思っていたため納
得である。「どのようにして虫はなくの？」
と聞いたところ考えたこともない質問と戸
惑ったような表情をした。何人かの学生に聞
いてみるとそのうち「羽を震わせて音を出す」
と正解が出たが、疑問にも思わず、ましてや
口で鳴くと思っていた学生が何人もいた。
　新学習指導要領の中で述べられている子ど
Ⅳ　結果と考察
１　「虫の声」を一度まず斉唱する。何種類の
虫が登場するか気づくよう歌詞の見直し
をする。
　長年小学校の必修歌唱教材であるためほと
んどの学生は初めからこの曲の旋律は耳にし
ていた。１度歌った後、歌詞への気づき「歌
詞に登場する虫は何種類だろう？」の問いに
一瞬戸惑い、５種類が正解なのだが４種類と
答えた学生がどの授業でもいた。ウマオイを
（３） 授業の流れ
①　「虫の声」を一度まず斉唱する。何種類の虫が登場するか気づくよう歌詞の見直しをする。
②　歌詞への気づきを誘発するため登場する５種類の虫についての認識調査。
③　「虫の声」のクイズ、学生の虫に対する音への気づき、認識状況を知る。虫の画像を確認。
　　さらに各自スマホからそれぞれの虫の画像と鳴き声を検索し確認する。
④　「鳴き声とその感想をワークシートに書き、鳴き声の音に対し感想を書く。
⑤　鳴き声を変えた替え歌を歌い、自分なりの歌詞のイメージをしっかり表現する。
⑥　鳴き声を聴いた後と事前の歌い方の違いに気づくようにする。
⑦　鳴き声の部分をイメージできる楽器を使って演奏する。
⑧　授業の感想をまとめ、学生の歌唱曲の指導の内容と指導要領との関連に気づくようにする。
⑨　学生の変化その結果を考察する。
文部省唱歌「虫の声」について
虫の声 ◎見たことがある。
○名前を知っている
が実際に見たこと
がない　
×名前も知らない
鳴き声クイズ ・どのような鳴き声にきこ
えましたか？
　カタカナで記入。
・楽器で表現するにはどの
ような楽器がよいでしょ
う
鳴き声の感想
回答 正解
１ こおろぎ
２ くつわむし
３ ウマオイ
４ すずむし
５ まつむし
授業の感想
虫のことを知って歌った時の感想、はじめとどう変わりましたか？
― 109 ―
教員養成における歌唱教材の指導についての一考察
は実際に見ていないが46％約半数の学生は名
前だけは知っていたことがわかる。
　×名前も知らない見たことがない虫では１
ウマオイ（79％）　２クツワムシ（48％）　３
マツムシ（13％）　４スズムシ（２％）　５コ
オロギ（１％）とウマオイが79％と他と比べ
知名度が極端に低い。この状況で歌詞のイ
メージがわかないはずである。
　笠井による学生の生活環境と歌詞に関する
質問紙法調査（2011）２）によると埼玉県の保
育、教員養成系学科の３大学計196名のうち
マ ン ション、 集 合 住 宅 の 住 ま い が110人
（56.1％）であり、庭のない生活環境の変化
も原因であろう。また、飼ったことのある虫
の調査では、123人中「カブトムシ」が104人
（84.6％）であり、ついで「クワガタ」の51
人（41.5％）、「スズムシ」19人（15.4％）、「ア
ゲハチョウ、モンシロチョウ、チョウの幼虫」
12人（9.8％）、「コオロギ」８人（6.5％）、「カ
マキリ」６人（4.9％）であった。飼った経
験は少なくとも黒光りしたコオロギやデパー
トでも売っているスズムシはやはりよく耳に
する名前の虫で馴染みが多い結果であった。
３　虫の声のクイズ、学生の虫に対する音へ
の気づき、認識状況を知る。
　虫の画像をOHPで見る。５種の虫の画像を
学生に提示、形や色が似ているスズムシとマ
ツムシのはっきりした違いが触角の色（スズ
もの現状と課題の一つに豊かな心や人間性を
育む子どもたちの体験活動の不足が問われて
いることが納得である。
２　歌詞への気づきを誘発するため虫につい
ての認識のアンケート。
　果たして今の学生は歌詞に出てくる虫をイ
メージできるのであろうかといったことから
５種の虫の認識状況を調べた結果は、次のよ
うである。
　ワークシートの◎印の実際に見たことのあ
る虫では
　１コオロギ（88％）　２スズムシ（59％）　
３マツムシ（７％）　４ウマオイ（６％）　５
クツワムシ（５％）で、コオロギが一番身近
に見受けられた。またスズムシは「見たこと
があり知っている」学生が半数以上であった
がマツムシ（７％）　ウマオイ（６％）　クツ
ワムシ（５％）の３種を見て知っている学生
は極端に減り10％のも届かず、実際にみられ
ていない結果であった。
　〇なまえを知っているが実際見たことがな
い虫では１マツムシ（78％）　２クツワムシ
（46％）　３スズムシ（38％）　４うまおい（15％）　
５コオロギ（10％）であった。スズムシは◎
と〇と合わせると97％が、コオロギも◎と〇
とを合わせると98％と知名度は高い。マツム
シは実際見たことがないが知名度は78％とコ
オロギスズムシの次に高かった。クツワムシ
表１　「虫の声」の歌詞に出てくる虫の認識　127名中
コオロギ クツワムシ ウマオイ スズムシ マツムシ
◎ 〇 × ◎ 〇 × ◎ 〇 × ◎ 〇 × ◎ 〇 ×
112 13 １ ６ 59 61 ７ 19 100 75 48 ３ ９ 99 17
88％ 10％ １％ ５％ 46％ 48％ ６％ 15％ 79％ 59％ 38％ ２％ ７％ 78％ 13％
◎見たことがある
〇名前を知っているが実際に見たことがない
×名前も知らない
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声を検索した。スマホ持参の現代ならではの
授業中の検索である。最近はスマホが歌詞や
作曲家の確認の際、非常に役立ち良く使用さ
せている。同じ鳴き声でも人により感じ方が
異なることが歴然であった。何人かに発表し
てもらうと、あまりにも聴き方、表現の違い
の多さに学生も驚いていた。同じ表現で一番
多かったのはクツワムシの「ガチャガチャガ
チャ」で34名であったが各自本当にさまざま
にとらえていたことが（表３）からも理解で
きよう。見たことのないウマオイについては、
歌詞では「スーイッチョン」とあるが一番奇
妙に聞こえたようで様々な表現が73種と大変
多く、興味深かった。
　鳴き声の感想（表４）ではコオロギ、スズ
ムシは知名度と実際に見た経験が高いため良
く聞く、聞き覚えがあるが多く、コオロギ、
スズムシ、マツムシとともに２番目の感想に
「きれい」といった答えであった。それに対
しクツワムシは26人（21％）がうるさい、と
感じ、がちゃがちゃしてる、機械のよう、モー
ター音のようなど、一斉に鳴いた音に対し受
容的でない感想であった。ウマオイは他の虫
と全く異なる鳴き方で、歌詞の-スーイチョ
ンのスーの部分が長く、その表現の種類が一
番多く様々で、面白い鳴き方、ノイズ、不思
議、機械音といった感想が多く出ていた。
⑤　鳴き声を変えた替え歌を歌うことで自分
の歌詞のイメージをしっかり表現する。
　歌詞の鳴き声のところを自分が感じた鳴き
方に入れ替えて歌ってみた。語呂とリズムを
ムシは白っぽい）であることや、クツワムシ
やウマオイは色が緑から草が枯れる時期には
薄茶になることも画像で確認した。初めてマ
ツムシの画像を見た学生で「キャー、アブラ
ムシみたいと」といった学生がいた。羽をこ
することできれいな鳴き声が聴こえることに
驚き、秋の終わりには虫が死んでしまうこと
を初めて知った学生がいた。生活科の学びで
あった。秋の虫について話し合ったあとCD
からであるが５種類の虫の鳴き声をあてるク
イズを行った。クイズとなると真剣に耳を澄
まして聴く姿が印象的であった。結果は（表
２）である。楽譜から歌詞を知っているため
ガチャガチャと鳴くクツワムシは実際に知ら
なくても正解がしやすかったのか79％が正解
で最も高かった。全問正解は41％であった。
スズムシとマツムシの違いを迷ったようで
あった。見たことのない虫クツワムシとウマ
オイを入れ違いで間違っている回答も多かっ
た。
４　鳴き声とその感想をワークシートに書き
鳴き声の音に対し感想を書く。音への気
づきを確認する。
　正解のそれぞれの虫の鳴き声を再度聴き、
聴こえる鳴き方をカタカナで記入した結果が
（表３）である。生活の中での音に対する気
づきにも関連させる作業であった。カタカナ
で書くことが難しかったといった意見もあっ
たが、どのように感じて聞こえるのか注意を
喚起させるためにあえて記入してもらった。
そのあとスマホを取り出し各自が画像と鳴き
表２　鳴き声クイズの正解率　124名中
全問正解 コオロギ クツワムシ ウマオイ スズムシ マツムシ
51 81 98 94 94 82
41％ 65％ 79％ 75％ 75％ 66％
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表３　鳴き声　鳴き声をカタカナで表現
コオロギ 名 クツワムシ 名 ウマオイ 名 スズムシ 名 マツムシ 名
1 キリキリキリ 11 ガチャガチャチャ 34 ジージージー―チョン 5 リーンリーン 26 リンリンリリーン 27
2 ピピピピピー 7 ギリギリギリ 9 スースーチョ 3 リリリーン 9 チィチィーチー 24
3 ピロピロピロロロ 6 ガラガラガラ 6 スィーチョッスィーチョッ 3 リリーリー 8 チンチローン 23
4 リーリーりー 4 ガシャガシャシャシャシャ 4 ブーンブーン 3 リリリリリー 7 チィチィチィリリン 19
5 リリリリリリー 4 ジジジジジジ 4 ジージージー―チョン 2 ピーピーピー 6 ピッピッピッー 12
6 ピュルルルル 4 カシャカシャ 3 ジージージー―チョン 2 リンリンリンリーン 5 ピッピッピリリ 11
7 リリリンリリリン 3 ジジジジッジ 3 ウィーンウィーン 2 リンリンリンリーン 4 チンチロリン 9
8 ピピピピピロ 3 バダバダバダ 3 プィーーーブン 2 ピリリリリ 4 チンチンチンチン 6
9 チリリリリ 3 ガサガサガサ 3 ジーープイ 2 リーンリリリリーン 3 リンリンリリン 5
10 ピピピピピピ 3 ギロギロギギギ 3 ビィーーーピィ 2 リーリーリー 3 ピッピピピー 5
11 ピリリリリ 3 ギギギギギ 3 トゥーーズン 2 リリリーリリーリー 2 リリり－ン 4
12 ピロピロロー 2 ガガガガ 2 スルスル 1 ヒュールルルル 2 チンチチリンチンチチリン 4
13 キューキューキュルー 2 カッカッカッ 2 ザーススザー 1 チリリリーンチリリリーン 2 リンリンリーン 3
14 リリリリリン 2 ギョロギョロギョロ 2 ズィーパッズィーパッ 1 ジリリリリ 2 リンリリーン 3
15 キリリリリィー 2 ガタガタガタ 2 ジジジジジョ 1 ヒーヒー 1 トゥットゥットゥー 2
16 チロチロチロ 2 ギシギシギシ 1 シーチョン 1 チリリリリ 1 チチチチチチ 2
17 コロコロコロロー 2 ザジャジャジャ 1 チョンチョンチョンスー 1 ピュルーピュルー 1 ピンピロリン 2
18 コロコロコロロー 2 ビィービィービィー 1 ヴィーヴィーヴィー 1 シュリーンシュリーン 1 ティティティリリ 2
19 キュリキュリキュリ 2 ジャジャジャガ 1 ジー――チョンチョン 1 ソーールルルル 1 ピッピッピロリ 2
20 キロキロキロ 2 グワッグワッ 1 ジリジリジリチョン 1 リンリンチロリン 1 チィチチリチィチチリ 2
21 チチチチ 2 シャガシャ 1 トョンビョーン 1 リィィィィィ 1 ティティティティりン 1
22 ヒュルヒュルヒュル 1 ガチガチガチガチ 1 ズーンズーン 1 スリィースリィー 1 ティッティッティッ 1
23 チョロロロ 1 ガガガッガガガッガガガッ 1 スーパキ 1 スィースィー 1 キンキンキン 1
24 ルルルルルー 1 ガジャガジャ 1 ズーチャッチャッ 1 シリリリリィィリリン 1 ティッティティリリリ 1
25 ヒョロヒョロヒョロ 1 ガガガガサガサガサ 1 スィーチョン 1 ジジジジジー 1 リリーン 1
26 チュー－リリりりり 1 ギャチャギャチャ 1 ジジーパチョン 1 ピィーピィー 1 キキキリキキキリ 1
27 チロロロロー 1 ジャカジャカジャカ 1 チッスー 1 ルルルルールルルルー 1 チュンチュンチュン 1
28 トゥリリリリ 1 ギージリジリジリ 1 ズゥーズゥー 1 チンチロチンチロギー 1 キィキィキィ 1
29 チョロチョロチョロ 1 ジジッジジッシャカシャカ 1 スースースーパンチョン 1 ピリリーンピリリーン 1 キリキリキリキリ 1
30 リャリャリャリャリャ 1 カチカチチチ 1 シャーシャーシャー 1 ジージージー 1 チィリンチィリン 1
31 ピリピピリピリ 1 グギギギギ 1 シーンシーン 1 トゥリリリリ 1 チョロチョロリン 1
32 キュルキュルキュキュキュッ 1 カラカラカラ 1 チョチョズィーチョ 1 トゥルルルル 1 チチチリーンチチチリーン 1
33 イヨイヨイヨヨヨヨ 1 ワチャチャチャ 1 ズーチョン 1 ジリーンジリリーン 1 チッチッチロロ 1
34 チチリーンリリン 1 ジロジロジロ 1 スーージーッタン 1 ピロロロー 1 リンリンリロリン 1
35 ピョロピョロピョロロー 1 カリカリカリ 1 スッジーーッン 1 ジリジリジリ 1 キンキンキロ 1
36 ククククーククククーク 1 キチキチキチ 1 ジーペタッジーペタッ 1 チュルーチュルーチュルー 1 ティロリンティロリン 1
37 ピョヨヨヨヨ 1 ジリジリジリ 1 フェーズンッ 1 ジーリリリリン 1 チィチィチィ、チイチィチィ 1
38 ポロロロ 1 チャカチャカチャカ 1 ズーーップ 1 チンチンチッチッ 1
39 キュキュキュ 1 キリキリカタカタ 1 プツッジーー 1 チリチチチチ 1
40 ピロロロロー 1 ガラララヴィーヴィーヴィー 1 グィーングィーン 1 キーキキー 1
41 ウヒョヒョヒョヒョ 1 ガチチチジャジャジャ 1 ジージーブンブン 1 ピピィピピィ 1
42 キュルルル 1 チャガガガ 1 シーシーシーギーン 1
43 クルルルル 1 カチャカタカチャガタガタ 1 ジィーンジィーン 1 キッキッキリー
44 チロロロン 1 カタカタカタ 1 シャシャシャワーン 1
45 プルプルプル 1 ズーーショ 1
46 チロロロロー 1 ジりリリリ 1
47 リーンリリリン 1 ジーイージー 1
48 チョチョチョ 1 ジーーピッ 1
49 ピルルルル 1 ピッビーピッビー 1
50 チュルルルン 1 ウーーチョン 1
51 プリュリュリュ 1 ブィーーーン 1
52 ピヨピヨピヨ 1 ジー――プッ 1
53 ピりりり 1 ウーーウォンウーウォン 1
54 ヒリヒリヒヒヒリ 1 チィ、チューーン 1
55 コロコロコロロー 1 チョンチョンチョンスー 1
56 チリチリチリ 1 タッビーーン 1
57 チリリンチリリン 1 スーンブーンスーンブーン 1
58 コリリリリ 1 ビーンビーン 1
59 ギギギギ 1 スーースーー 1
60 ピリリリンピリリリン 1 ヴィーットンヴィーットン 1
61 ズィーーップ 1
62 ガガガガ 1
63 トンブーン 1
64 ヴェーズゥ 1
65 チョンブーチョンブー 1
66 ビィィイィィンビィィイィィン 1
67 シーーフィ 1
68 ウィーンチチ 1
69 プッヴヴープッヴヴー 1
70 プンピィーン 1
71 チィ、ジィィィー 1
72 スィーットンスィーットン 1
73 ンーーフィ 1
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わいい感じで、「ガチャガチャガチャ」もだん
だんクレッシェンドの表現に、「スーイチョ
ン」のスーは不気味にそっと、チョンも締め
のような感じで虫の声の鳴き声をまねした感
じの表現に変わっていった。言葉でそっと歌
おう、だんだん大きくと言って指導され表現
するのでなく学生自らが気づいて表現してい
た。そこに経験が表現と結びつくのであった。
　（表５）は虫のことを知って歌った後の感
想である。自らが「鳴き声を意識して歌った」
「情景を浮かべながら歌った」をはじめ「鳴
き声を感じての表現が深くなった」に変わり、
歌い方に気を配り、さらにそのことが楽しく
思え（「歌うことが楽しくなった」「想像力が
増した」など）、さらに自分なりに音楽の表
現に対する指導の方法や、この表現から次の
合わせることも一つの学びとした。かえうた
は、歌詞の意味が分かっているからこそでき
る遊びで、幼児の曲の場合、教育的内容があ
る。楽しい鳴き声が様々に聞こえ、笑いが出
た。楽譜の歌詞より自分の鳴き方の方が絶対
あっていると主張した学生もいた。
⑥　鳴き声を聴いた後と事前の原曲の歌い方
の違いに気づくようにする。
　はじめ歌ったときは、拍を数えるように拍
に合わせてのりよく歌っていたが、鳴き声を
聴いた後では「あれマツムシが鳴いている」
をフレーズ感をもちスラーで歌っていた。各
鳴き声もはじめはオノマトペのごとく語呂を
楽しむ感じで元気に強いリズムで歌っていた
が、「チンチンチロチンチロリン」はそっとか
表４　鳴き声の感想
コオロギ 名 クツワムシ 名 ウマオイ 名 スズムシ 名 マツムシ 名
1 良く聞く 20 うるさい 26 面白い鳴き方 7 聞き覚えがある 10 リズミカル 11
2 きれい 10 ガチャガチャしてる 5 ノイズ 5 きれい 9 きれい 11
3 鳥のよう 7 モーター音みたい（エンジン） 5 不思議 4 鈴のよう 7 かわいらしい 11
4 ここちよい 6 機械が動く音 5 機械音みたい 4 音が高い 3 高い音 8
5 可愛らしい 2 汚い 4 気持ち悪い 3 多いとうるさい 2 鈴っぽい 6
6 弱い 1 羽をこすっている感じ 3 虫とは思えない 3 まつむしとにてる 2 心地よい 2
7 楽しくなる 1 いい音ではない 2 テープを伸ばしてプチっと切る 3 心地よい 2 近所にいた 2
8 マツムシと似てる 1 特徴的 2 不快な音 3 夏らしい 2 透き通っている 2
9 スズムシより力強い 1 プロペラ・掃除機みたい 2 聴きずらい 2 涼しそう 2 目覚ましみたい 2
10 スズムシと似ている 1 気持ち悪い 2 バイブレーション 2 か細い 1 秋らしい 2
11 鈴みたい 1 めずらしい 2 独特 2 落ち着く 1 夏らしい 1
12 懐かしい 1 元気に羽を動かす 1 珍しい 2 ゆったりする 1 鳥のよう 1
13 強い 1 声より擬音 1 何かを引きずっている 1 懐かしい 1 笛のよう 1
14 音程が変わる 1 恐ろしい 1 耳元で鳴かれたくない 1 ひよこみたい 1 優しい 1
15 震えているよう 1 すざましい 1 楽しい音 1 目覚ましみたい 1 はぎれがいい 1
16 可愛い 1 楽器みたい 1 気づかなそう 1 ビブラート 1 楽しそう 1
17 防犯ベルみたい 1 嫌な音 1 ジーとする感じ 1 連続で大変 1 歌詞らしい 1
18 ひよこのよう 1 あわただしい 1 耳をすましてきく 1 巻き舌のよう 1 懐かしい 1
19 涼しそう 1 歌詞どうり 1 落ち着く 1 耳に響く 1 駅で聞く音 1
20 音が高い 1 セミみたい 1 チョンはどうして出すの 1 目覚ましのよう 1 スズメのよう 1
21 笛のよう 1 初めての音 1 ユニーク 1 風鈴のよう 1 風鈴のよう 1
22 糸をつむぐ音のよう 1 スイッチョン 1 電話のよう 1 歯切れ良い 1
23 耳鳴り 1 歌詞らしい 1 スズムシと似てる 1
24 ジーが八のよう 1 ゆったり 1
25 小さい 1 いい音 1
26 電車音みたい 1
27 チョンが面白い 1
28 歯を削る音 1
29 電子音みたい 1
30 破裂音みたい 1
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　前述の平成30年の新小学校学習指導要領音
楽の目標
　「表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な
見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音
や音楽と関わる資質・能力を次の通り育成す
ることを目指す。」
１、曲想と音楽の構造などとの関わりについ
課題に気づき、体験から自ら表現活動に気づ
きが持てたこと、（「なぜこんな歌詞になった
のか」「子どもたちに伝えたい」「虫の声を聴
くことが楽しみになった」）などアクティブ
ラーニングそのものであると思われた。学生
自らが音楽的な表現に変わっていったことも
技能、能力の育成である。
表５　虫のことを知って歌った後の感想
感想 人数
実際の鳴き声を意識して歌った 10
イメージが浮かんで歌った、イメージがしっかりして歌えた 8
どのように歌うか考えられ楽しく歌えた 4
はじめと歌い方がガラッと変わった。 4
虫のような気もちで鳴き声を歌った　 3
表現が深くなった 2
歌詞との違いを感じながら歌った 2
情景を浮かべながら歌った 2
情景の浮かび方や気持ちのコメ方が違い楽しいと思った 2
歌の理解度が全く変わった 2
一匹一匹の違いを感じて歌った（個性を感じた） 2
歌詞を想像して集中して歌った 1
鳴き声のところを鳴き声に近く歌った 1
人によって感じ方が違うと感じた 1
歌いやすかった 1
鳴き声を歌うのが生々しかった 1
歌詞の鳴き声が意外とあっていると感じた 1
替え歌にして授業の幅が広がった 1
気持ちが乗った 1
ぼんやり歌っていたけどこんなところにいそう、あそこで聞いたと経験と結びついた 1
懐かしい気持ちで歌えた 1
虫の鳴き声を聞ことが楽しみになった 1
歌って気持ちよくなった 1
音楽的になった 1
もっといろいろ歌の内容を知りたいと思うようになった 1
元気よく歌っていたがきれいに滑らかに歌うように変わった 1
歌詞を意識して歌うようになった 1
想像力が豊かになった 1
ウマオイは知らなかったが感じが良く分かった 1
幼稚園小学校での歌の教え方を学んだ 1
虫の声に近い感じた歌い方ができた 1
虫に関心が持てた 1
気持ちを込めて歌え、楽しく歌えた 1
歌詞を作った人の感じ方が適当と感じた 1
羽を震わしながら鳴くのはとすごいと思って歌った 1
歌詞の内容が良く伝わった 1
歌うことが楽しくなった 1
子どもたちにも伝えたいと思った 1
同じ歌でも違う歌に感じた 1
虫の声を言葉を変えたり楽器を使って表現する面白さを知った 1
棒読みの歌い方が強弱を付けて歌うようになった 1
なぜこんな歌詞になったのかと考えた 1
歌い方に気を配った 1
懐かしい気持ちで歌った 1
虫の声が改めてきれいと思った 1
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⑧　授業の感想をまとめ、学生への歌唱曲の
指導の内容と指導要領との関連に気づく
ようにする。
　感想をもとにこの活動が小学校学習指導要
領「音楽」幼稚園教育要領「表現」の項のど
の部分と関連しているかの確認は次の時間に
行った。
　感想から学生の気づきがどのように指導要
領と関連したかを記したのが（表６）である。
感想が音楽科の指導要領の目標、領域「表現」
のねらいと対応していることが分かった。
⑨　学生の変化その結果を考察する。
　（表６）授業の感想から学生の変化が読み
取れる。
　授業が楽しかったとする感想が23名と多
かったが、活動そのものが楽しいだけでなく
自分で表現すること、表現力が変わったこと、
新たな学びがあった、課題を感じたことへの
楽しさであったと思いたい。どの感想も新た
な気づきであり、気づきのなかにさまざまな
ことが含まれ、次の課題への気づきの答えが
あった。
　表現の方法を指示されなくとも音楽的な見
方、考え方がなされ、表現を工夫し（小学校
指導要領）、感じたことや考えたことを自分
なりに表現することを通して、豊かな感性や
表現する力を養い、創造性を豊かにする（幼
稚園指導要領）につながる活動であったと考
える。
Ⅴ　まとめと課題
　虫の声は本来画像や録音の鳴き声でなく本
物の実体験でありたい。しかし今回の経験か
ら少なくとも実際の虫の声に耳を傾けるよう
になり、生活の中での音に対しても気づきが
て理解するとともに、表したい音楽表現を
するために必要な技能を身に付けるように
する。
２、音楽表現を工夫することや、音楽を味わっ
て聴くことができるようにする。
３、音楽活動の楽しさを体験することを通し
て、音楽を愛好する心情と音楽に対する感
性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養
い、豊かな情操を培う。を含められる感想
であった。また、歌唱の指導であるが、他
教科との関連を積極的に図り、指導の効果
を高めるようにする意味でも生活科、理科
との関連多い授業になったと考える。
⑦　鳴き声からイメージできる楽器を使った
演奏。
　模擬授業の試案などで、よく楽器で鳴き声
を表現しようと教員側が楽器を指定した指導
案があるが今回のように、実際に鳴き声の音
に感じ入り、気づいて自らこんな楽器が良い
と提案して演奏することの違いは大きい。
様々な楽器の紹介、奏法を別の一コマで行っ
ていたが当日使用したのは、すず、ギロ、ベ
ル、マラカス、カスタネット等小物楽器で、
種類が、限られていたためなかなかイメージ
に合う楽器の表現とまではいかず、今後の課
題となった。しかし楽器で表現することが楽
しいとの感想が何人か書かれていた。今後、
音のイメージをもった楽器作りなどに発展し
ていくことも教材のテーマになると話し合っ
た。虫の声は、歌唱だけでなく楽器を用いた
授業が良く行われるが、学生はそこで何が大
切かを考え、教えられるようになったのでは
ないかと思われた。
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表６　授業の感想　感想からの気づき・指導要領、幼稚園教育要領との関連
学生の感想 人数 感想からの気づき・指導要領、幼稚園教育要領との関連
おもしろく楽しい授業だった 23 音楽活動の楽しさを体験
人により虫の音のとらえ方表現が違うことが面白い 7 表現の違いの気づき
歌詞と実際の鳴き声の違いに気づいた 6 自分なりに表現することを通して感性や表現力を養う
歌詞から想像していたものと違っていて面白かった 6 気づきの面白さ
知らない虫が多かったので姿や声を知ることの大切さを学んだ 6 音楽から他教科との関連を図る
虫の鳴き声を知らなかったので理解できてよかった 6 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
今までに無意識に歌っていたがイメージが膨らみ楽しんで歌えた 5 表現の楽しさへの気づき
いろんな発見があった 5 生活の中での様々な音に気づいたり感じたりする
最後の合奏が面白かった 4 音楽活動の楽しさを体験
無意識に歌っていたが実際に見たり聞いたりして鳴き声の歌詞に興味がわいた 4 音楽表現を工夫することや音楽を味わって聴くことができるようにする
虫の声を意識的に聴きたい 4 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
5 種類の虫と知らなかった 4 音楽から他教科との関連を図る、様々な音に気づく
歌詞と実際の音が違っていた 3 自分なりに表現することを通して感性や表現力を養う
これから虫の声を注意して聞きたい 3 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
歌詞からの想像と異なっていた、実際を見聞きしてでは表現が変わると思った 3 音楽表現を考えて表現に対する思いをもつ
虫の様子や鳴き声を知らずに歌っていた、知ってよかった 3 幼児期に育ってほしい姿、自然との関わりをもつ
無意識に歌っていたが、授業から様々な関心を持つ楽しさを知った 3 音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う
虫の鳴き方をカタカナで表すことが難しかった 2 音楽表現をするための技能を身に付ける
虫の声を秋にしっかり聴きたいと思う 2 音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育む
虫の音を初めて注意して聴いた 2 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
模擬授業が心配になった 2 音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育む
歌詞の内容の理解の大切さがわかった 2 実践による指導要領の理解と、表現の仕方
虫の姿と声を知らなかったが、歌詞の意味を知る大切さがわかった、 2 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる、今後の学びへの気づき
鳴き声に注意して外を歩きたい、虫の声を聴きたい 2 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる、今後の学びへの気づき
自分の無知に気付いた 2 今後の学びへの気づき
よい体験であった 2 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
初めて見、聞きする虫がありためになった 2 音楽から他教科との関連を図る
良く聞くと歌詞と違って聞こえた、違いが面白かった 2 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに気づく
秋の虫の声が様々であることが分かった、 2 様々な音の違いへの気づき
いろいろな楽器で虫の声を作りたいと思った 1 楽器作りへ新たな意欲、表現する意欲を持つ
スズムシとコオロギの違いが分かった 1 様々な音の違いへの気づき
耳を澄まして虫の声を聞く楽しさ 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
こういった授業をしたい 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる、今後の学びへの気づき
生活経験とつながる内容 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
虫や季節の歌を歌うことは子どもにとっても楽しい 1 音楽活動の楽しさを体験
虫が楽器のようだった 1 楽器の音色と演奏の仕方とのかかわりに気づく
虫の姿と鳴き声が一致した 1 生活科とのかかわり、
虫には様々な鳴き方があって面白い 1 表現する喜びを味わい、意欲を持つようになる
ウマオイを初めて知った 1 生活科とのかかわり、
さらにネットで調べたい 1 学びの動機付け、新しい機器の導入
虫のことを調べて知って歌うと興味をもって楽しく歌える 1 音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育む
虫のことを知らずに教えられないと思った 1 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに気づく
日常音に対して意識することの大切さを実感した 1 今後の学びへの気づき、生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
虫のなき声を知ろうともしなかったが学んでみると面白い。 1 表現する喜びを味わい、意欲を持つようになる
疑問を持ち知ることで関心が高まることを身をもって知った 1 今後の学びへの気づき
虫のことを知って歌うと情景が浮かび楽しかった 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
歌は知っていてもイメージをもって歌っていなかったことが分かった 1 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに気づく
音楽でも虫のことを取り上げたことが良かった 1 音楽から他教科との関連を図る、様々な音に気づく
授業が楽しかった実物を見たいと思った 1 表現する喜びを味わい、意欲を持つようになる
いろいろな知識が必要 1 今後の学びへの気づき
表現する楽器の種類を知りたいと思った 1 楽器の音色と演奏の仕方とのかかわりに気づく
歌詞に出てくる虫や花などを知ることの大切さを実感 1 素材の特徴や表現の仕方などに気づき感じたことや考えたことを自分で表現する意欲
歌い方に気を付けるようになった 1 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに気づく
分からないとき子どもと一緒に調べる大切さを学んだ 1 学びの動機付け、新しい機器の導入
伴奏もイメージに合わせて弾くとよい 1 音楽的な表現の重要性
歌が楽しくなった 1 音楽活動の楽しさを体験
いろいろな楽器で表現したい 1 表現する意欲を持つ
歌に雰囲気が出て曲の愛着がわいた 1 表現の仕方に気づく
いろいろなことがわかり貴重な授業だった 1 音楽活動を通して豊かな感性をを育むことへの気づき
季節を曲から感じた。子どもたちに今日感じたことを伝えたい 1 感じたことを自分で表現する
歌にはいろんな知識が含まれることがわかった 1 音楽から他教科との関連を図る、様々な音に気づく
なじみのある鳴き声であったが姿を見たり調べたりしたのは初めてだった 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
羽だけで音を出していることっへの驚き 1 音楽から他教科との関連を図る
気づきをや疑問をもった指導をしたい 1 音楽に対する感性を育てる
鳴き方を言葉で表現することは難しい 1 音楽表現をするための技能を身に付ける
イメージをもって歌いたい 1 感じたことを自分で表現する
歌の良さを再認識した。秋の歌を感じる 1 音楽に対する感性
意識的に聞いたことがなかったので新鮮だった 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわることへの気づき
虫のことを音楽の授業で扱うとは思わなかった 1 他領域、他教科と関連を持った授業、
声をあてることがむつかしかった。 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
普段耳にしていた虫の声の確認ができた 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
虫の鳴き声を楽器で表現する面白さに感動（実際に聞いたから） 1 楽器の音色と演奏の仕方とのかかわりに気づく
鳴き声で虫の印象が変わった 1 生活や社会に中の音や音楽と豊かにかかわる
秋を感じた 1 音楽活動を通して豊かな感性をを育む
懐かしい鳴き声を耳にし子どものころの思い出がよみがえった 1 音楽に対する感性を育む
教員になる学生自身が歌詞理解をする大切さを学んだ 1 学びの必要性の気づき
実習で行いたい 1 学びの必要性の気づき
子どもたちの個性的で素直な聴こえ方が知りたいと思った 1 様々な音の違いへの気づき
予想外のものがあった 1 様々な音の違いへの気づき
虫が嫌いだったがためになった歌詞を意識して鳴き声がきけた 1 曲想と歌詞の表す情景や気持ちとのかかわりに気づく
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まれる。今回の改定では生活や社会の中の音
や音楽と豊かにかかわる資質・能力を育成す
ることを目指し、その上で育成を目指す資質
能力として１、「知識及び技能」の習得　２「思
考力、判断力、表現力等」の育成　３「学び
に向かう力、人間性等」を挙げている。この
ような資質・能力を育成するために音楽的な
見方、考え方を働かせることが必要であると
示している。
　歌唱曲をこの曲を覚えた、秋だから虫の声
を歌う、ただその理由だけで取り上げるので
はなくその曲から何を感じさせ、何を育てた
いかを意図した指導が必要である。
　そのためには教員養成の大学での音楽の授
業も技能に固執せず、音楽といった枠にとら
われず、幼稚園でも他の領域、生活や言葉と
の関連、小学校では生活科との関連させられ
るような縦横的な内容でありたい。表現する
ことを楽しみ、そのことから学生が新たな課
題に気づき、気づくことでより音楽的表現力
が伸び、さらに次への学びに向かうような動
機づけになれば、小学校学習指導要領、幼稚
園教育要領の理解も机上の学びに終わらず、
身についていくことと考える。
注
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学部研究紀要13-2号p276
２）笠井かほる・宮脇龍介（2013）『学生の歌詞理
解について（１）』川口短大紀要第27号p141、142
参考文献
・文部科学省（2018）『小学校学習指導要領（平成
大切であることに気づいたと考える。
　歌唱曲には植物や動物を扱ったものの多く、
季節感を感じさせるものも多い。「虫の声」
のほかにも例えば「どんぐりころころ」の歌
など、どんぐりにも多くの種類がありそれを
使った生活の中での遊びや造形作品の創作が
でき、どんぐりがなっている木、その葉の違
いに気づく、わからなければ調べる、「きのこ」
でも秋だから歌うのでなく、お店で売ってい
るものを調べ、きのこのお料理を話し合い、
振り付けもイメージをもって考えるなど１曲
の歌唱曲から様々に気づきの学びが広がる。
リズミックで体を動かす楽しさの曲、物語性
のある曲などそれぞれ何を意図とした歌かを
読み取った指導が望まれる。そしてストー
リーを持っている歌唱曲ならば、お話しを絵
にする、歌詞を変化させ別の歌詞を作る、決
まった踊りを教えるのでなく子どもたちが表
現したいイメージを個性的に表現するなど
様々な柔軟性がある指導でありたい。音楽的
な演奏の技術も必要であるが演奏を聴かせる
ための指導や、季節の歌だからと儀礼的に歌
を覚えさせるのではなく、歌唱曲一つでもそ
こから何を子どもたちに感じさせ、育て、学
びを自分のものとするよう育てるかを実践で
きるような教員養成を今後行っていきたい。
すなわち、それが、指導要領との関連である。
　「何を学ぶか」だけでなく「どのように学
ぶか」その結果「何ができるようになるか」
１、何を理解しているか（知識・技能）
２、理解していること、できることをどう使
うか（思考力、判断力、表現力）
３、どのように社会・世界と関わり、よりよ
い人生を送るか（学びに向かう力、人間性）
　これらを踏まえて指導できる教員であるた
めには教員になる学生自身が同様のことが望
― 117 ―
教員養成における歌唱教材の指導についての一考察
29年告示）解説　音楽編』東洋館出版社
・小島律子監修（2018）『三訂版小学校音楽科の学
習指導―生成の原理による授業デザイン―』廣済
堂あかつき
・初等科音楽教育研究会編（2018）『最新初等音楽
教育法2017年告示「小学校学習要領」準拠』　音
楽之友社
・有本真紀、阪井恵、山下薫子編著（2011）教員養
成課程小学校音楽科教育法『教員養成課程小学校
音楽科教育法』教育芸術社
・音楽の授業づくり研究会編（2009）『新・音楽の
授業づくり』教育芸術社
・指導書『小学生の音楽２』教育芸術社
・小原光一（2015）『小学生の音楽２』教育芸術社
・新実徳英（2015）『音楽のおくりもの』教育出版
株式会社
・総合初等教育研究所（2017）『新学習指導要領改
訂の要点―学習指導要領改訂の方針と新旧対照
表』文溪堂
・田崎教子（2018）『幼保小連携を意識した「音楽
遊び」における保育者の援助』日本保育学会第71
回大会研究発表
・笠井かほる・宮脇龍介（2013）学生の歌詞理解に
ついて（１）川口短大紀要第27号
・井口太編著（2018）『最新・幼児の音楽教育』朝
日出版
・笹野恵理子編著、吉田武男監修（2018）『初等音
楽科教育』ミネルヴァ書房
